
 

理学研究科 理学専攻 物理学領域  

博士前期課程 

教育研究上の目的 

物理学領域の博士前期課程は、物理学という理学の根本的な科学知識の基礎を身に付け、それを

応用し、社会における科学・技術関連分野の諸問題を解決する潜在的な能力を発揮できる人材の育

成を目的とする。 

教育目標 

理学研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、物理学領域博士前期課程では、科学・技術関連分

野の諸問題を解決する潜在的な能力を発揮できる人の育成を、教育の最終の目標としています。 

現代の日本社会では、技術革新を通して多種多様な産業への科学技術の普及が急務とされていま

す。育成目的としている人には、理学そのものの原点や基本に立ち返って基礎としての自然科学の重

要性を認識して再学修する能力と知力が求められています。 

本課程では、物理学という理学の根本的な科学知識の基礎の学修を通して、それを応用し、社会に

おける科学・技術関連分野の諸問題を解決する潜在的な能力を涵養することを教育目標として定めま

す。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、修士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）論理的で正確な日本語を用いて、自らの研究・考えを発表する能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）専門に関わるテーマについて、英語を理解し、文章で表現し、コミュニケーションできる能力を身に

つけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）専攻する分野における専門基礎知識を体系的に理解する能力を身につけている。 

（２）専攻する分野における専門基礎知識に基づいた研究計画をたて、それを独自に遂行できる能力を

身につけている。 

（３）研究において直面する問題を、各分野の専門知識を応用し、自ら工夫して解決できる能力を身に

つけている。 

（４）専攻する分野と関連する様々な現場で中核となり、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強

く取り組む能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士前期課程では、物理学の基礎と応用に関する知識・技術を持つと同時に、問題の発見・

解析・モデル化の能力と、問題解決能力を持った人を育成するため、以下に示した方針でカリキュラム・

ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）学部教育で修得した知識を基盤として、理学研究科、物理学領域の各分野の研究課題を見据え

たカリキュラムを設置し、教育研究を遂行しています。 

（２）物理学各分野の専門教員を配置し、関連の深い他領域のカリキュラムと連携を取りながら相互に有



 

機的に、体系的に学べるようなカリキュラムを実施しています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）「特別研究」においては指導教授に加えてアドバイザーによる助言を行い、論文作成過程の教育・

研究指導体制の確認を行い、また人材養成目的に適った教育内容・方法等を確認します。  

（２）年１回の特別研究中間発表会により研究の進捗状況を確認します。 

（３）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（４）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む前期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳

格性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）理学の根本である物理学の基礎を身に付け、その科学知識を応用して実社会における科学・技術

関連分野の諸問題を解決する、潜在的な能力を発揮できる人を育成します。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）物理学の分野における基礎的な知識を有する人 

（２）上記の基礎知識を応用して、様々な問題に直面した時に自分で解決する能力を、身につけるよう

な意欲を持っている人 

 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）大学卒業までに身に付けた物理学の基礎知識を重視しつつ、入学後の学修に対する目的意識や

物理学を利用する問題解決への主体的な意欲も加味して、入学者選抜を行います。 

 



 

理学研究科 理学専攻 物理学領域  

博士後期課程 

教育研究上の目的 

理学研究科物理学領域の博士後期課程は、物理学という理学の根本的な科学知識の確固とした基

礎を身に付け、その基盤の上に立って、社会における科学・技術関連分野の各種問題を解決する能力

を発揮できる人材の育成を目的とする。 

教育目標 

本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、理学研究科物理学領域博士後期課程では、科学・技

術関連分野の諸問題を解決する潜在的な能力を発揮できる人の育成を、教育の最終の目標としてい

ます。 

現代の日本社会では、技術革新を通して多種多様な産業への科学技術の普及が急務とされていま

す。育成目的としている人には、理学そのものの原点や基本に立ち返って基礎としての自然科学の重

要性を認識して再学修する能力と知力が求められています。 

本課程では、物理学という理学の根本的な科学知識の基礎の学修、さらにそれを発展・深化させて

具体的な応用に結びつける潜在的な能力の十二分な涵養、社会における科学・技術関連分野の諸問

題解決につながる技量の修得、高度な専門職業人として自立できる個の確立を、教育目標として定め

ます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、博士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）博士前期課程での研究をさらに発展・展開できる能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）研究成果の意義を広い視野から捉えて公表できる能力を身につけている。 

（２）英語で論文を作成する能力を身につけている。 

（３）英語を使ったプレゼンテーション能力や情報交換する力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）研究の背景となる周辺分野との関連を広く把握して、研究成果に含まれる潜在的意義を勘案する

能力を身につけている。 

（２）独力で研究を進める能力を身につけている。 

（３）専攻する分野と関連する様々な現場で中核となり、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強

く取り組む能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士後期課程では、物理学の基礎と応用に関する高度な知識・技術を持つと同時に、問題

の発見・解析・モデル化の高度な能力と、的確な問題解決能力を持った人を育成するため、以下に示

した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）博士後期課程進学または入学までに修得した知識、研究能力を発展させて、理学研究科、物理学

領域の各分野の研究課題に取り組むためのカリキュラムを設置し、教育研究を遂行しています。 



 

(2)物理学各分野の専門教員を配置し、関連の深い他領域のカリキュラムと連携を取りながら相互に有

機的に、体系的に学べるようなカリキュラムを実施しています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）年１回の特別研究中間発表会により研究の進捗状況を確認します。 

（２）複数指導体制により、「特別研究」に対するアドバイスを行い、論文作成過程の教育・研究指導体

制の確認を行い、また本専攻の人材養成目的に適った教育内容・方法等を確認します。 

（３）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（４）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む後期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳

格性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）理学の根本である物理学の確固とした基礎の上に立ち、社会における科学的および技術的諸問

題を解決する能力を身に付けた人を育成します。 

  

２．本領域の求める入学者 

（１）物理学における専門分野の確かな学力を有する人 

（２）物理学に関する専門知識を教育・研究・開発に役立たせることに強い意欲を持ち、将来は専門分

野での指導的立場を志す人 

（３）新たな問題を発掘して、それを解決する意欲をもっている人 

（４）英語で書かれた論文が読め、かつ論文を執筆できる程度の英語作文力を修得する意欲のある人 

 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）博士前期課程修了までに身に付けた物理学の専門的知識、さらにはその知識を深めて独立した

研究者として専門分野の進展に携わろうとする意欲の強さを評価して、入学者選抜を行います。 

 


